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平成 20年度 SGST第６回定期研究会 議事録 
 
日時 ：平成 21年 2月 18日(水) 16：00～17：30 
場所 ：愛知工業大学 本山キャンパス ２階 多目的室A，B  
出席者：久保（名城大），清水（信州大），北根，石川（名大），森谷（海洋架橋），中野，徳田（愛

知県），安藤（富士Ｅ），藤澤（新三重），泉野（玉野），佐藤（中日本），中田（日本工営），山本

（サクラダ），織田，松村，中川，尾関（瀧上），古田土（トピー），山田，神頭，水野（日車） 
21名(敬称略)   

定期研究会（北根研究会担当幹事） 

講演題目 ｢名古屋高速東海線の施工について｣ 
講演者 名古屋高速道路公社 計画部 技術管理室 沖森克文 
              建設部 工事第一課 森 久芳 
講演内容 
講演は，名古屋東海道線における 2箇所の施工事例について， 
「円周方向に３分割した PC ウェルの計画と設計・施工」，「”高速都心環状線”山王カーブにおけ
る既設道路の拡幅について」と題して，それぞれ沖森様，森様に講演をして頂いた． 
・円周方向に３分割した PCウェルの計画と設計・施工 
過去に事例がない円周方向を３分割した，PCウェル工法についてご報告して頂いた． 
 場所打ち圧入ケーソン工法で設計された基礎工事において，周辺条件の変更により次に示す課

題が示された．工期 12ヶ月を 3ヶ月短縮．狭小ヤードで施工可能．近接する地下鉄の影響は圧入
ケーソン工法と同程度以下．施工済基礎との整合性より基礎形状の大きな変更はしない．以上の

課題を解決すべく採用されたのが，今回発表して頂いた”円周方向に３分割した PC ウェル工法”
である．この工法はこれまでに事例はなく，高い製作精度・組立精度を要求されるが，鉛直方向

を分割だけではなく円周方向も３分割するため，工期短縮効果は非常に大きいのが特徴である．

ここで，円周方向継手は，新技術として鋼板を用いた現場溶接継手を採用している．そのため，

施工品質および工程短縮を満足とする構造仕様や製作・施工方法を検討し，耐震安全性を模型実

験により確認している．この工法を採用したことにより，無事３ヶ月の工期を短縮することがで

き，躯体工では１５日から 8日と 7日も低減することが可能となった． 
・高速都心環状線山王カーブにおける既設道路の拡幅について 
 山王ジャンクションの 2車線から３車線への拡幅工事について上部工，下部工の構造概要，設
計手法，施工概要などについてご報告して頂いた． 
 今回の拡幅工事の大きな特徴として，下部工は，上部工の影響を考慮し，上部工と同様に既設

と新設の一体構造とする必要があった．ここで，上部工は鋼桁同士の接合になるが，下部工は，

現場，施工条件の制約などから，既設の PC 梁のコンクリート橋脚と新設の鋼製橋脚を一体構造
とし，鋼・コンクリートの複合構造の門型橋脚とする必要があった，しかしながら，PC梁と鋼製
梁との接合方法は過去事例がなく，その接合構造の妥当性について十分な検証が必要であった．

そのため，1/2.5モデルによる載荷実験で安全性を確認し，３次元弾塑性 FEM解析を実施し十分
な検証を行った． 
 以上，名高速と身近な構造物であり，最新の工事報告ということで，聴講者の興味も高く活発

な質疑が行われた． 
以上// 
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